
第 1 回 医療事故調査・支援センター主催研修（Web 開催） 

 

 

 

1. 研修名 「医療事故調査制度」の現状と医療機関の実践 

 ～病院管理者・医療安全担当医師・医療安全担当看護師による 

院内調査の体験報告～ 

 
2. 目的 ・事故報告や院内調査を実施した医療機関の経験を共有できる場を 

 提供する。 
 ・制度の理念を共有し、再発防止の提言を周知する。 
 ・制度開始 5 年の現況報告や、集計結果を周知する。 

 
3. 対象者 医療安全に関わる全ての医療従事者 1000 名程度 

 
4. 日程 令和 3 年 3 月 6 日（土）13：00～16：00 

 
5. 方法 ライブ配信、オンデマンド配信（3 月 13 日～31 日） 

 
6. 周知 開催案内を全国医療機関へ郵送済（2 月 5 日） 

 申込期間：令和 2 年 2 月 10 日～3 月 31 日正午 

申込方法：センターHP から申込み受付中（3 月 5 日時点：1,332 名） 

 
7. 内容 【講演 1】 

「医療事故調査制度 5 年の現況」 
講師：木村 壯介常務理事 

 【講演 2】 
「医療事故の再発防止に向けた提言第 1 号」の解説 

講師：宮田 哲郎専門分析部会部会長 

 【シンポジウム】 
「医療事故調査制度と医療機関の取り組みの実際」 

座長：山口 徹顧問 
講師：病院管理者、医療安全担当医師、医療安全担当看護師 
指定発言者：医療事故調査支援医師 2 名 
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令和 3年 2月 

各 位 

一般社団法人 日本医療安全調査機構 

（医療事故調査・支援センター） 

理事長 髙久 史麿 
（公印省略） 

 

 

「第1回 医療事故調査・支援センター主催研修」のご案内 

拝啓  
時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素より、医療事故調査制度に深いご理解を賜り、厚く御礼申し上げます。 
この度、医療事故調査・支援センターは、医療機関の職員の方々に向けて、制度の現

状を皆様と共有し、本制度の活用を目的とした研修を下記のとおり企画しました。 

本制度に基づく「院内調査の取組みの実践」について現状をご理解いただき、「医療

事故の再発防止に向けた提言」について具体的にご説明する内容となっております。 

医療機関の管理者、医療安全管理担当者をはじめ、医療安全に関わる全ての医療従事

者の皆様へご周知をよろしくお願い申し上げます。 

また、当機構が日本医師会に別途委託しております、医療事故調査制度「管理者・実

務者セミナー」の開催につきましても、日本医師会ホームページをご確認のうえ、あわ

せてご参加いただきますようご案内申し上げます。 

敬具 

 

記 
1. 研 修 名：「医療事故調査制度」の現状と医療機関の実践 

～病院管理者・医療安全担当医師・医療安全担当看護師による 

院内調査の体験報告～ 

2. 開催方法：Web 開催 

3. 開催日時：【ラ イ ブ 配 信】2021 年 3 月 6 日(土) 13:00～16：00 

【オンデマンド配信】2021 年 3 月 13 日(土)～31 日(水) まで 

4. 対 象：医療安全に関わる医療従事者 1000 名程度 

5. 参 加 費：1,500 円 

6. 申込方法：web 申込 

医療事故調査・支援センターホームページ（https://www.medsafe.or.jp）

より、申込みの手続きをお願いします。 

7. 登録期間：2021 年 2 月 10 日(水)～3 月 31 日(水)正午まで  



8. プログラム 

【講 演 １】「医療事故調査制度 5 年の現況」 

講    師：木村 壯介 （日本医療安全調査機構 常務理事） 

【シンポジウム】「医療事故調査制度と医療機関の取り組みの実際」 

座    長：山口 徹 （日本医療安全調査機構 顧問） 

シンポジスト：病院管理者 

医療安全担当医師 

医療安全担当看護師 

指 定発言者：医療事故調査支援医師 

【講 演 ２】「医療事故の再発防止に向けた提言第 1 号の解説」 

中心静脈穿刺合併症に係る死亡の分析－第 1 報－ 

講    師：宮田 哲郎先生 （専門分析部会部会長） 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（申込みに関するお問合わせ）土日祝日除く、10:00-17:00 受付 

第 1 回医療事故調査・支援センター主催研修 運営事務局 

E-MAIL：msc_seminar@c-linkage.co.jp 

 

 

（研修内容に関するお問合わせ）土日祝日除く、9:00-17:00 受付 

一般社団法人 日本医療安全調査機構 研修担当 

（医療事故調査・支援センター）  
 

住所：東京都港区浜松町 2-8-14 浜松町 TS ビル 2 階 
TEL：03-5401-3021／ FAX：03-5401-3022 

 



第1回　医療事故調査・支援センター主催研修のご案内

第1回　医療事故調査・支援センター主催研修（web開催）

2021年3月6日（土）13：00～16：00
2021年3月13日（土）～3月31日（水）
                                  　　　※ライブ配信の内容を配信いたします。

2021年２月10日（水）～3月31日（水）正午まで

医療事故調査・支援センター(一般社団法人 日本医療安全調査機構)

医療安全に関わる全ての医療従事者　1,000 名程度
※視聴後のアンケートにご回答いただいた方に、受講証を発行いたします。

「医療事故調査制度 5 年の現況」
  講   師            木村   壯介（日本医療安全調査機構　常務理事）

「医療事故の再発防止に向けた提言第 1 号の解説」
　　　中心静脈穿刺合併症に係る死亡の分析－第 1 報－
  講   師            宮田　哲郎先生（専門分析部会部会長）

1,500 円            （クレジットカード、銀行振り込み）

医療事故調査・支援センターホームページより参加登録の
お手続きをお願いします。
https://www.medsafe.or.jp　　
※参加登録完了後、ご登録のアドレスに視聴方法、視聴 URL 等をお送りします。

【講   演   1】

【講　演　2】

【シンポジウム】

シンポジスト  ・病院管理者
   ・医療安全担当医師
   ・医療安全担当看護師
指定発言者   医療事故調査支援医師

「医療事故調査制度と医療機関の取り組みの実際」
  座   長            山口　　徹（日本医療安全調査機構　顧問）

◆  日　時

◆  対   象

◆  プログラム

◆  参 加 費
◆  申込方法

◆  登録期間

ライブ配信

オンデマンド配信

「医療事故調査制度」の現状と医療機関の実践
～病院管理者・医療安全担当医師・医療安全担当看護師

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　による院内調査の体験報告～
　この度、制度の現状について、皆様と一緒に共有し、本制度の活用につなげる機会となるよう、本研修を企画しました。
医療機関の方々をシンポジストとしてお招きし、本制度に基づく院内調査の取組みの実際や『医療事故の再発防止に向けた
提言』について学んでいただける内容となっております。是非ご参加ください。
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